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２０１９年９月２６日付け関原発第２３７号をもちまして申請（２０２１年１

月２６日付け関原発第５５４号で一部補正）いたしました美浜発電所の発電用原

子炉設置変更許可申請書（３号発電用原子炉施設の変更）を下記のとおり一部補

正いたします。 

 

 

記 

 

 

美浜発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書（３号発電用原子炉施設の変更）

を別添のとおり一部補正する。
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別  添 

 

添 付 書 類 六の一部補正 



 

 

 

 

 

 

 

添付書類六の一部補正 



6-目-1 

添付書類六を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 
6-目-1 

～ 
6-目-2 

 
 

  
（記載の変更） 
 
 

 
別紙 6-目-1のとおり変更
する。 

 

 



6-目-2 

別添４ 

 

添  付  書  類  六 

 

変更に係る発電用原子炉施設の場所に関する気象、地盤、  

 

水理、地震、社会環境等の状況に関する説明書  

 

 

 令和２年１２月２３日付け原規規発第２０１２２３５号をもって設置変更許

可を受けた美浜発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書の添付書類六の３号

炉に係る記述のうち、下記内容を変更又は追加する。また、３号炉の各項目に

ついて、別表１のとおり読み替える。 

 

記 

 

7. 火山のうち以下を変更又は追加する。  

7.5 火山事象の影響評価 

 7.5.1 降下火砕物 

7.5.1.1 降灰層厚に関する文献調査及び地質調査結果  

(1) 噴出源が同定できる降下火砕物の降灰層厚に関する検討  

b. 大山倉吉軽石及び大山生
だいせんなま

竹
だけ

軽石（大山） 

c. 恵比須峠福田テフラ（飛騨
ひ だ

山脈） 

(2) 噴出源が同定できない降下火砕物の降灰層厚に関する検討  

7.5.1.2 粒径及び密度に関する文献及び地質調査結果 

7.5.1.3 評価結果 

7.6 参考文献 

 

 

 

別紙 6-目-1 



6-目-3 

図 

 

第 7.5.3 図     大山の噴火履歴 

第 7.5.4 図     大山生竹軽石の等層厚線図 

第 7.5.5 図(1)   原子力規制委員会(2019)(65)による大山の噴出率期の評価 

第 7.5.5 図(2)   Yamamoto and Hoang(2019)(66)による大山の噴出率期の 

評価 

第 7.5.6 図(1)   大山の地下構造（Zhao et al.(2011)(67)に加筆） 

第 7.5.6 図(2)   大山の地下構造（Zhao et al.(2018)(69)に加筆） 

第 7.5.7 図(1)   大山の降下火砕物シミュレーション結果（基本ケース）

第 7.5.7 図(2)   大山の降下火砕物シミュレーション結果（基本ケース）

第 7.5.8 図     粒度試験結果 
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別表１ 

変 更 前 変 更 後 

7.5 火山事象の影響評価 

7.5.1 降下火砕物 

7.5.1.1 降灰層厚に関する文献調査

及び地質調査結果 

(1) 噴出源が同定できる降下火

砕物の降灰層厚に関する検

討 

b. 大 山 倉 吉 テ フ ラ （ 大

山） 

7.5 火山事象の影響評価 

7.5.1 降下火砕物 

7.5.1.1 降灰層厚に関する文献調査

及び地質調査結果 

(1) 噴出源が同定できる降下火

砕物の降灰層厚に関する検

討 

b. 大 山 倉 吉 軽 石 及 び

大山生
だいせんなま

竹
だけ

軽石（大山） 
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（図） 

変 更 前 変 更 後 

第 7.5.4 図 
 
第 7.5.5 図(1) 
第 7.5.5 図(2) 
第 7.5.6 図 

第 7.5.6 図(1) 
第 7.5.6 図(2) 
第 7.5.7 図(1) 
第 7.5.7 図(2) 
第 7.5.8 図 
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頁 行 補 正 前 補 正 後 

 
6-7-1 
～ 

6-7-15 
 
 

  
（記載の変更） 
 
 

 
別紙 6-7-1 のとおり変更
する。 

 

 

 

 



6-7-2 

7. 火山 

7.5 火山事象の影響評価 

7.5.1 降下火砕物 

7.5.1.1 降灰層厚に関する文献調査及び地質調査結果  

「原子力発電所に影響を及ぼし得る 10 火山」及び地理的領域外の

火山について、文献調査及び地質調査結果より、敷地及びその周辺

において降灰層厚が比較的厚い降下火砕物を抽出した。  

文献調査を行った結果、噴出源を同定できる降下火砕物の分布を

第 7.5.1 図及び第 7.5.2 図に示す (1)(39)。敷地付近への降下火砕物の分

布としては、姶良
あ い ら

Tn テフラが層厚 20cm 程度、大山
だいせん

倉吉
くらよし

軽石が層厚

20cm 程度、恵比須
え び す

峠
とうげ

福田
ふ く だ

テフラが層厚 40cm 程度、阿蘇
あ そ

4 テフラが

層厚 15cm 以上とされている (39)。ただし、阿蘇 4 テフラについては、

Smith et al.（2013） (40)によると、敷地周辺の水月
すいげつ

湖
こ

で実施されたボ

ーリング調査結果より層厚が約 4cm 程度である。一方、噴出源を同

定できない降下火砕物として、三方
み か た

湖
こ

東岸において NEXCO80 が層

厚 20cm とされている (41)。文献調査結果より、「原子力発電所に影響

を及ぼし得る 10 火山」の降下火砕物については、敷地及びその周辺

においては確認できなかった。  

地質調査を行った結果、敷地及びその周辺に分布する主な広域テ

フラとしては、鬼界
き か い

葛原
とづらはら

テフラ（約 9.5 万年前）、大山倉吉軽石（約

5.5 万年前）、姶良 Tn テフラ（約 2.9 万年前～約 2.6 万年前）、鬼界ア

カホヤテフラ（約 7,300 年前）などが確認されているが、降下火砕物

として厚く堆積する箇所は確認されていない。また、若狭湾沿岸に

おける津波堆積物調査 (42)において、火山灰分析等を実施しており、

その結果、鬼界アカホヤテフラ、鬱
うつ

陵
りょう

隠岐
お き

テフラ（約 1.07 万年前）、

姶良 Tn テフラなどが認められ、姶良 Tn テフラの降灰層厚は 10.5cm

であるが、それ以外の降下火砕物の降灰層厚は 10cm 以下である。地

質調査結果より、「原子力発電所に影響を及ぼし得る 10 火山」の降下

火砕物については、敷地及びその周辺においては確認できなかった。  

以上より、噴出源が同定できる降下火砕物については、文献調査

別紙 6-7-1 
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及び地質調査に加え位置関係も含めて検討した結果、敷地及びその

周辺において降灰層厚が比較的厚い、姶良 Tn テフラ、大山倉吉軽石

及び恵比須峠福田テフラを対象に、当該火山の将来の噴火の可能性

について噴火履歴及び地下構造から検討した。一方、噴出源が同定

できない降下火砕物の降灰層厚については、その堆積状況及び堆積

環境より検討した。 

(1) 噴出源が同定できる降下火砕物の降灰層厚に関する検討  

b. 大山倉吉軽石及び大山生
だいせんなま

竹
だけ

軽石（大山） (3)(48)～ (73) 

大山倉吉軽石の噴出源は大山であり、大山は、更新世中期に活

動を開始し、少なくとも 2 万年前以降までその活動を続けた (48)。

山元(2018)(50)によると約 10 万年前の名和噴火からマグマ噴出率

が大きくなり、大山倉吉軽石噴火から弥山噴火を経て、噴出率が

急減し約 2 万年前の三鈷峰噴火で活動を終えたとされている。ま

た、気象庁 (51)によると活火山には大山は含まれていない。第四紀

火山の発達史的分類では、現在は第 4 期に整理されており、その

第 4 期の噴出量は第 1 期～第 3 期に比べて少なく、数 km3 とされ

ている。 (52)(53) 

大山の噴火履歴より、40 万年前以降、大山の最も規模の大きな

噴火は、大山倉吉軽石であったが、大山倉吉軽石噴火に至る活動

間隔は、大山倉吉軽石噴火以降の経過時間に比べて十分長いこと

から、次の大山倉吉軽石規模の噴火までには、十分時間的な余裕

があると考えられ、発電所運用期間中におけるこの規模（約

20km3 以上）の噴火の可能性は十分低いと考えられる。一方、大

山倉吉軽石以外の噴火については、大山倉吉軽石噴火以前又はそ

れ以降においても繰り返し生じている。大山の噴火履歴に基づく

階段ダイヤグラムを第 7.5.3 図に示す。 

この繰り返し生じた噴火のうち、原子力規制委員会 (2018)(61)に

よると越畑地点において大山生竹軽石の降灰層厚の評価厚さを

25cm としている。この大山生竹軽石について、町田・新井

(2011)(39)、岡田・谷本(1986)(60)及び原子力規制委員会(2018)(61)に
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示される降灰層厚の情報をもとに等層厚線図を作成し、噴出量を

Legros(2000)(62)及び Hayakawa(1985)(63)の手法で算定した結果、

1.8～11.0km3 となった。原子力規制委員会(2018)(61)によれば、大

山生竹軽石の噴出規模は既往の研究で考えられてきた規模を上回

る 10km3 以上と考えられるとしていることを踏まえ、火山影響評

価上、大山生竹軽石の噴出量は 11.0km3 とする。第 7.5.4 図に大

山生竹軽石の等層厚線図を示す。  

原子力規制庁(2019)(64)によると、大山では、階段ダイヤグラム

からマグマ噴出率の変化が認められ、噴出率の高噴出率期と低噴

出率期では化学組成のトレンドが明瞭に異なり、大山倉吉軽石は

高噴出率期のトレンドと一致し、約 2 万年前の最終噴火では低噴

出率期のトレンドに戻っているとされている。また、原子力規制

委員会(2019)(65)においては、大山倉吉軽石は高噴出率期に、大山

生竹軽石は低噴出率期に発生したとし(第 7.5.5 図(1))、その研究を

更に進めた原子力規制庁 (2019)(64)においては高噴出率期に発生し

たとしている。 

Yamamoto and Hoang(2019)(66)によると、大山のアダカイトは

K2O 量の高いグループと低いグループに分類できるとし、低いグ

ループのアダカイトは約 10 万年前から約 2 万年前の高噴出率期に

発生し、高いグループのアダカイトはその高噴出率期の前後に発

生したとしている。また、大山倉吉軽石と大山生竹軽石は低いグ

ループに属するとしている(第 7.5.5 図(2))。 

これらのことから、巨大噴火並みに大きい大山倉吉軽石規模の

噴火は、高噴出率期でのみ発生すると考えられ、低噴出率期に戻

ったとされる現在において、発電所運用期間中における大山倉吉

軽石規模の噴火の可能性は十分低いと考えられる。  

また、大山生竹軽石について、火山影響評価上、低噴出率期に

発生した噴火と見做して火山影響評価の対象として考慮するもの

とし、高噴出率期に発生した大山倉吉軽石と低噴出率期に発生し

た大山生竹軽石は一連の巨大噴火では無いと評価する。  
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兼岡・井田（1997） (44)および東宮（1997） (45)から、マグマの

深さと組成との関係を検討した結果、爆発的噴火を引き起こす珪

長質マグマの浮力中立点の深度は、7km 程度に定置すると考えら

れる。大山の地下構造については、Zhao et al.(2011)(67)および大

見(2002)(68)によると、大山の地下深部に広がる低速度層と、大山

の西で生じている低周波地震の存在から、地下深部にマグマ溜ま

りが存在する可能性が示唆されるものの、仮にマグマ溜まりだと

しても、これらの低速度層は 20km 以深に位置していることが示

される（第 7.5.6 図 (1)）。この研究をさらに進めた  Zhao et 

al.(2018)(69)によると、大山の地下深部の低速度層の存在が示され

るが、その深度は Zhao et al.(2011)(67)と同程度であり、大山の地

下深部に広がる低速度層の深度に変化がないことが示される（第

7.5.6 図(2)）。 

以上より、大山については、火山発達史、噴火履歴の検討結果、

噴出率期および地下構造の評価結果から、発電所運用期間中にお

ける大山倉吉軽石規模相当の噴火の可能性は十分低いと評価する。  

火山影響評価上、発電所運用期間中の考慮すべき噴火規模とし

て、大山倉吉軽石以外の噴火の中で最大規模となる大山生竹軽石

の噴火の可能性を考慮し、その噴出規模を 11km3 として、米子の

1981 年～2009 年の風データを用いて、移流拡散モデルを用いた

降下火砕物のシミュレーションを実施した結果、風速等のばらつ

きも含めても最大層厚としては 13.5cm であった。降下火砕物の

シミュレーションの結果を第 7.5.7 図(1)、(2)に示す。 

大山生竹軽石について、越畑地点では、大山生竹軽石を含む層

は 2 層（2a 層，2c 層）に区分され、露頭西側では 2a 層と 2c 層の

境界付近に中礫を主体とする礫層（2b 層）が挟在するものの、降

灰層厚の評価厚さは原子力規制委員会 (2018)(61)の評価結果に基づ

き 25cm とする。この越畑地点の評価層厚 25cm と大山から越畑

地点までの距離（191.0km）及び発電所までの距離（222.9km）

の関係から、発電所地点における層厚を検討した結果、21.4cm と
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なる。 

c. 恵比須峠福田テフラ（飛騨
ひ だ

山脈） (74) 

恵比須峠福田テフラは、飛騨山脈の中でもやや南方で穂
ほ

高岳
だかだけ

～

乗鞍岳に噴出源があると推定されている (39)。及川(2003)(74)による

と飛騨山脈での火成活動を 3 つのステージに分けている。  

stageⅠ（約 2.5Ma～約 1.5Ma）は、伸張ないし中間的な地殻

応力場の火山活動で、カルデラ形成を伴う大規模火砕流の噴出等

があり、この内噴出量が詳細に推定されているものとして、恵比

須峠福田テフラがある。噴出年代と噴出量については、約

1.75Ma、250km3～350 km3 と推定されている。 

stageⅡ（約 1.5Ma～約 0.8Ma）は、火山活動が低調な時代で

ある。 

stageⅢ（約 0.8Ma～約 0Ma）は、東西圧縮の地殻応力場での

立山～御岳火山といった成層火山の形成で特徴づけられる時代で

ある。この時代は、10 km3 程度かそれ以下の規模の活動が卓越し、

stageⅠの活動に比べて噴出量が一桁以上小さい。  

以上より、発電所運用期間に鮮新世から中期更新世以前に活動

した恵比須峠福田テフラ規模の噴火の可能性は十分低く、降下火

砕物が敷地に影響を及ぼす可能性は十分に小さいと評価した。 

(2) 噴出源が同定できない降下火砕物の降灰層厚に関する検討 (41)(75)～(79) 

文献調査を行った結果、降灰層厚が比較的厚く、噴出源が同定で

きない降下火砕物として、NEXCO80 を抽出した。 

敷地周辺の三方湖東岸で確認された層厚 20cm の NEXCO80 は、

Upper と Lower の 2 つのユニットに区別されており、Upper と

Lower を比較すると、Upper は重鉱物が少なく、岩片やその他混入

物も含むなどの特徴から、再堆積を含んでいると考えられる。また、

NEXCO ボーリングコアの調査位置は、三方断層帯の活動に伴うイ

ベントにより、急激な湖水位の相対的上昇と湖岸線の前進、その後

の湖域の埋積と扇状地の前進という過程で堆積したと推定されてお

り、降下火砕物の層厚を評価するには堆積環境が複雑であると考え
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られる。 

したがって、NEXCO ボーリングコアだけで評価するのではなく、

周辺地域の調査結果と合わせて総合的に評価する必要があるため、

周辺地域の調査結果についても検討した。  

NEXCO80 は、主成分分析、屈折率等から、琵琶
び わ

湖
こ

高島
たかしま

沖
おき

ボーリ

ングの BT37（降灰年代 12.7 万年前：長橋他(2004)(78)）、気山
き や ま

露頭

の美浜テフラ等に対比される。これらの層厚を確認した結果、気山

露頭で最大層厚 10cm 程度が確認されている。また、その他の地点

でも複数確認されるが、いずれも 1cm 以下又は肉眼では判別できな

いものである。 

また、NEXCO80 が確認された三方湖東岸の近傍に位置している

水月湖で実施された SG06 ボーリングコアは、堆積物の保存状態が

よいこと、過去 15 万年間程度の古環境情報を連続的に得られている

と推定されていること、詳細に火山灰層厚の分析もされていること

から、降下火砕物の層厚の評価に適していると考えられる。しかし

ながら、SG06 ボーリングコアにおいて NEXCO80 の対比まではな

されていないが、NEXCO80 が約 12.7 万年前に降灰したと考えると、

SG06 ボーリングコアの Ata（約 10 万年前）からコア底（約 15 万

年前と推定）までの範囲内の 7 つの火山灰のうちのどれかに該当す

るが、いずれの火山灰の最大層厚も 2cm 以下である。 

以上より、NEXCO80 については、三方湖東岸においては層厚

20cm であったが再堆積を含んでいると考えられること、またその

他周辺調査を行った結果層厚 10cm を超えるものはなかったことか

ら、NEXCO80 の降灰層厚は 10cm 以下と評価した。 

 

7.5.1.2 粒径及び密度に関する文献及び地質調査結果 

降下火砕物の粒径については、若狭湾沿岸における津波堆積物調査

(42)より、久々子
く ぐ し

湖
こ

、菅
すが

湖
こ

及び中山
なかやま

湿地で確認されている降下火砕物を

顕微鏡写真で確認した結果、粒径は約 0.2mm 程度であった。 

本調査の中山湿地で得られた姶良 Tn テフラの粒度試験結果より、粒
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径分布は 1mm 以下であった。粒度試験結果を第 7.5.8 図に示す。また、

文献調査の結果、長橋他 (2004)(78)では、琵琶湖湖底堆積物のうち高島

沖コアを用いて各種の分析がなされており、敷地周辺で確認される主

なテフラの最大粒径については、鬼界アカホヤテフラ (0.66mm)、鬱陵

隠岐テフラ (0.27mm)、姶良 Tn テフラ (0.95mm)、鬼界葛原テフラ

(0.78mm)とされており、いずれの火山灰の最大粒径は 1mm 以下であ

る。さらに、敷地における降下火砕物は地理的領域外 (160km)からの降

下火砕物が想定されるが、樽前山
たるまえさん

から 156km 離れた地点での粒径分布

を参照すると、約 0.2mm から約 1mm 程度である (80)。 

降下火砕物の密度については、若狭湾沿岸における津波堆積物調査

(42)より得られた菅湖で確認された鬼界アカホヤテフラ及び鬱陵隠岐テ

フラの火山灰の単位体積重量は、乾燥密度で約 0.7g/cm3、湿潤密度で

約 1.3g/cm3 程度であった。また、文献調査の結果、宇井 (1997)(81)によ

ると、「乾燥した火山灰は密度が 0.4～0.7 程度であるが、湿ると 1.2 を

超えることがある。」とされている。 

 

7.5.1.3 評価結果 

文献調査、地質調査、降下火砕物シミュレーション結果及び越畑地

点における大山生竹軽石の評価層厚と距離の関係をもとにした検討結

果から、発電所運用期間における敷地の降下火砕物の最大層厚は 22cm

と設定した。また、降下火砕物の粒径及び密度については、文献及び

地質調査結果を踏まえ、粒径は 1mm 以下、乾燥密度を 0.7g/cm3、湿潤

密度を 1.5g/cm3 と設定した。 

以上を踏まえて、降下火砕物による直接的影響及び間接的影響を確

認することとする。 
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第 7.5.3 図 大山の噴火履歴※1 

 

 

  

年代（万年前）

年代（万年前）

※2

噴
出
量
(k
m
3
)

※1）須藤他(2007)(54)、第四紀カタログ編集委員会編(1999)(3)、津久井他(1985)(49)を参考に噴出年代及び噴出量を整理

※2）津久井他(1985)(49)によると、60万年前～40万年前にかけて溝口凝灰角礫岩等が噴出・堆積したとされていることから、階段ダイヤグラムではその期間の噴出物
については点線で記載

※3）町田・新井(2011)(39)、岡田・谷本(1986) (60)及び原子力規制委員会(2018) (61)に示される降灰層厚の情報をもとに作成した等層厚線図（第7.5.4図）から算定。

噴出物
噴出年代
（万年）

噴出量
（km3）

引用

鍔抜山 96.0 0.10 （3）

下蒜山 83.5 2.60 （3）

鈑戸山 68.0 0.40 （3）

二股山溶岩 60.0 5.00 （3）

溝口凝灰角礫岩 40.0-60.0 50.00 （3）

中蒜山溶岩 54.0 1.10 （3）

上蒜山溶岩 49.0 2.80 （3）

ｃｐｍ 33.0 0.80 （54）

ｈｐｍ１ 23.0 0.76 （54）

奥津軽石（ＤＯＰ） 19.0 4.29 （54）

樋谷軽石（ＨｄＰ） 17.0 1.87 （54）

ｈｐｍ２ 15.0 0.30 （54）

別所軽石（ＤＢＰ） 15.0 0.23 （54）

蒜山原軽石（ＤＨＰ） 14.0 0.14 （54）

松江軽石（ＤＭＰ） 13.0 2.19 （54）

名和火砕流 9.5 1.00 （3）

荒田軽石１（ＤＡＰ１） 9.3 0.14 （54）

荒田軽石２（ＤＡＰ２） 8.3 0.26 （54）

生竹軽石（ＤＮＰ） 8.0 11.00 ※3

関金軽石（ＤＳＰ） 6.8 0.33 （54）

倉吉軽石（ＤＫＰ） 5.5 20.74 （54）

鴨ヶ丘火山灰（ＫｍＡ） 5.0 0.04 （54）

下のホーキ（ｓｈ）（ＤＳｓ） 2.4 0.37 （54）

上のホーキ（Ｕｈ）（ＤＨｇ） 2.3 0.44 （54）

弥山軽石（ＭｓＰ）（ＤＭｓ） 2.1 0.54 （54）

弥山ー三鈷峰 2.0 5.00 （3）
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第 7.5.4 図 大山生竹軽石の等層厚線図 

 

越畑地点

大山池地点

瀞川山地点

大 山

上斎原(石越)地点

上斎原(中津河)地点

出典：地図データ@2018Google,ZENRINに加筆

奥荒田地点
40-60cm

琵琶湖高島沖地点
5cm

沼地点
30cm

関金宿・福本
地点
220cm

人形峠地点
120cm

上斎原恩原貯
水池南地点
120cm

25cm

水月湖地点
なし

200cm

10-15cm
100cm

150cm

中和村別
所地点
50cm

関金町荒
田地点
115cm

倉吉市服部地点
45cm

忰谷・般若地点
110cm

青文字は、原子力規制委員会(2018)(61) で示された地点を示す
赤文字は、岡田・谷本(1986) (60)に記載された地点を示す
[ ] は、参考扱いとした地点を示す
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第 7.5.5 図(1) 原子力規制委員会(2019)(65)による大山の噴出率期の評価 

 

 

 
第 7.5.5 図(2) Yamamoto and Hoang(2019)(66)による大山の噴出率期の評価 

DNP

：低噴出率期 ：高噴出率期【凡例】

原子力規制委員会(2019)(65)より抜粋・加筆

・ 高噴出率期

Yamamoto and Hoang(2019)(66)より抜粋・加筆
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第 7.5.6 図(1) 大山の地下構造（Zhao et al.(2011)(67)に加筆） 

 

 

 
 

 

 

 

第 7.5.6 図(2) 大山の地下構造（Zhao et al.(2018)(69)に加筆）

2000年鳥取県西部地震

2016年鳥取県中部地震

大山火山

低周波微小地震

常時地震活動

低速度 高速度 
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第 7.5.7 図(1) 大山の降下火砕物シミュレーション結果（基本ケース） 

1月 2月 3月 

4月 5月 6月 

8kg/m2 

0.6cm 

6kg/m2 

0.4cm 

24kg/m2 

1.8cm 

88kg/m2 

6.3cm 

66kg/m2 

4.9cm 

69kg/m2 

4.9cm 

※アイソパックは降下火砕物堆積重量の分布図 

 上段：美浜発電所近傍での降下火砕物堆積重量 

 下段：美浜発電所近傍での降下火砕物堆積重量（堆積した粒径分布より等価密度を算出し、層厚を算出） 
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第 7.5.7 図(2) 大山の降下火砕物シミュレーション結果（基本ケース） 

 

7月 8月 9月 

10月 11月 12月 

39kg/m2 

2.7cm 

 

20kg/m2 

1.4cm 

 

45kg/m2 

3.2cm 

 

103kg/m2 

7.7cm 

 

85kg/m2 

6.6cm 

 

※アイソパックは降下火砕物堆積重量の分布図 

 上段：美浜発電所近傍での降下火砕物堆積重量 

 下段：美浜発電所近傍での降下火砕物堆積重量（堆積した粒径分布より等価密度を算出し、層厚を算出） 

141kg/m2 

10.9cm 

 



 

6-7-22 

 
 

津波堆積物調査(42)で得られた姶良 Tn テフラ（中山湿地）を対象に実施 

 

 

第 7.5.8 図 粒度試験結果 
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